
認 定 書

国 住 指 第 493号
平成 27年 7月 8日

旭化成建材株式会社

代表取締役社長 前田 宮弘 様

国土交通大臣  太田

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項に

おいて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108

条第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認め

る。

記

1,認定番号
PC030BE-3504(7)

2.認定をした構造方法等の名称
フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・フェノールフォ
ーム保温板表張/せつこうボード裏張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。



(別添)

1.構造名

(7)フ ェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・フェノールフォーム保温板表張/せつこ
うボー ド裏張/木製軸組造外壁

2.寸法及び形状等 (寸法単位 :Hlnl)

3.材料構成
(1)主構成材料 (寸法単位 :IF m)

つづく

項   目 仕 様

壁  高 構造計算等によつて構造安全性が確かめられた寸法

壁  厚 129以上

壁の構造 真壁又は大壁

項   目 仕 様

柱 (荷重支持部材) 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する構造用製材 (」AS)

(2)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する構造用集成材 (」AS)

(3)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する単板積層材 (」AS)

(4)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する無等級材
・断面寸法 :105× 105以上
・間隔 :4000以下
。比重 :0.35(± 0.04)以上

・欠き込み寸法 (真壁仕様で、柱に内装材固定用の欠き込みを設ける場合)

欠き込み深さ :10～ 24

欠き込み幅 :内装材厚さ+3以下

(丹町添-1)



っづき

仕 様項   目
間柱 材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)朗
(2)集成材

(3)単板積層材

・断面寸法 :27× 60以上
。間隔 :500以下

外装材 [1」基本オ

窯業系サイディング (以下「サイディング」という。)
。規格 :」 IS A 5422

・組成 (質量%)
けい酸カルシウム化合物 65～86

有機質繊縦       1～ 13
無機質繊維       0～ 4
有機質混和材      14未 満
無機質混和材      27未 満

ただし、有機質繊離と有機質混和材の合計が 18質量%を超えないこと。

※サイディングに使用されている繊維質原料と混和材の例

●繊維質原料
。有機質 :ヤルロース繊維、ポリビニルアルコール繊維、ポリプロピレン繊維等
。無機質 :ガラス繊維、ロックウ‐ル繊維等       ・
●混和材
。有機質 :リ グニン、メチルセルロース、撥水剤等
・無機質 :パーライト、炭酸カルシウム、マイカ等

[2]表面塗装
・種類 |(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)アクリルウレタン樹脂系塗装

(2)アクリル樹脂系塗装

(3)アクリルシリコーン樹月旨系塗装

(4)フ ッ素樹脂系塗装

(5)エポキシ樹脂系塗装

(6)無機質系塗装
・塗布量 :200g/■f以下 (有機固形分)

[3]かさ比重

1.1(± 0,2)(絶乾)

[4]形状

(1)寸法

厚 さ
幅 長 さ

最 月ヽ 最 大 最 刑ヽ 最 大

15-26 303 455 910 8640

(別添-2)

つづく



っづき

項    目 仕 様

外装材

(つづき)

厚 さ 重なり 隙 間
15-26 6以上 3以下

(2)端部形状

サイディング相互の重なりと隙聞

重なり
隙間

(3)断面形状

※中空の形状

a

E三]d t

C e

ただし、厚さ 18を超える場合、厚さ した分だけdの長さを増すことができる。

[5]張方

横張

[6]留め方

金具留め (外装材留金具による。)

厚 さ 模様深さ 容積欠損率 (%) ※中空率 (%)

15-26
最小厚さH
以上を確保

11以下 (ただし、板厚15

を超える場合は裏面から

15の位置での欠損率とす

る。)

34以下 (ただし、板厚 18を

超える場合は厚さを増した分

だけ、dの中空部の高さを増

し中空率をあげることができ

る。)

厚さ t a b C d e

18以上 5以上 3,5以上 4以上 t― (attc) t以下

構造用面材 材料 :な し

充てん用断熱材 材料 :フェノールフォーム保温板 (」IS A 9511)又 はフェノールフォーム断熱材 (JIS A

9521)

・形状 :平板
・厚さ :25(± 2)以上 (ただし、柱断面寸法以下)

・密度 l基本オ):24(± 3)～45(± 5)kg/m3

・面材 (基材の両面に設置):(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ポ リエステル系不織布

・単位面積重量 :10～60g/だ       ヽ

(2)ポ ツプロピレン系不織布

・単位面積重量 :10～60g/ポ

(3)ポ リエチレン加工紙

・単位面積重量 :10～60g/だ

(4)は り合せアルミニウムはく

(5)無機系の加工紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アルミニウムは

く。ガラス繊維複合紙)

(6)な し

(別添 -3)
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項   目 仕 様

外張付加断熱材 材料 :フェノールフォーム保温板 (」IS A 9511)又はフェノールフォーム断熱材 (JIS A

9521)

・形状 :平板
・厚さ :12(± 2)～210(± 8)

・密度 (基材):24(± 3)～45(± 5)kg/m3

・面材 (基材の両面に設置):(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様
(1)ポ リエステル系不織布                   ,
・単位面積重量 :10～ 60g/ポ

(2)ポ リプロピレン系不繊布
。単位面積重量 :10～60g/♂

(3)ポ リエチレンカロエ紙
。単位面積重量 :10～ 60g/ポ

(4)は り合せアルミニウムはく

(5)無機系の加下紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アルミユウムは

く。ガラス繊維複合紙)    ′

(6)な し

内装材 材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)せっこうボード

・規格 :」 IS A 6901 GB R

・厚 さ :9.5以上

(2)強化せつこうボー ド

・規格 : JIS A 6901 GB― F

・厚 さ :12.5以上

・端部形状 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ス クエア

2)テーパー

3)ベベル

(別添 -4)



(2)副構成材料 (寸法単位 imm)
項    目 仕 様

通気胴縁

防水紙

材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一

(1)製材
(2)合板
(3)集成材
(4)瞬 層材
・断面寸法 :厚さ9～ 40、 幅30以上(柱部は幅30以上2枚又は幅60以上 1本鬼
1枚とする場合は、留付材の留付間隔ごとに留付本数を2本以上とする。)
500

の1 ヽ し

(1)アスファル トフェル ト
・規格 :」IS A 6005
・単位面積質量の呼び :430以下
(2)透湿防水シー ト
・規格 :」 IS A 61H
・厚さ :0.2以下
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系
・表面アル ミニタム蒸着仕上げ :1)又 は 2)のいずれか一仕様
1)あ り
2)な し

(3)な し

防湿気密フィルム 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様
(1)住宅用プラスチック系防湿フィルム
・規格 :」IS A 6930
・厚さ :0,2以下  =
(2)包装用ポリエチレンフィルム
・規格 :JIS Z 1702
・厚さ :0,2以下
(3)農業用ポリエチレンフィルム
・規格 :」IS K 6781 

｀

・厚さ :0.2以下
(4)な じ

補助桟

(外張付加断熱材

の厚さが 105を超

える場合設置 :105

以下は必要に応じ

て設置 )

材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)製材

(2)合板

(3)鋤
(4)峙錦聯層材
・断面寸法 }15× 30以上
・間隔 :500以下

内装受材 (真壁仕

様で、柱に内装材

固定用の欠き込み

を設けない場合)

材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)婢
(2)合板

(3)集成トオ

(4)聯 層材
・断面寸法 :15× 15以上

・間隔 :4000以下

(別添-5)
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項   目 仕 様

外装目地材 材料 :(1)、 (3)、 (4)、 (1)と (2)の併用、 (1)と (3)の併用又は (5)の うち、いずれ
か一仕様
(1)シ峠リング材
・材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)アクリルタレタン系樹月旨
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂             、
5)シ リコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂
・使用量 :56g/m以上

(2)バ ックアップ材
・材質 :1)～ 5)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系樹脂
2)ポ リスチレン系樹脂
3)ポ リウレタン系樹脂  ´
4)ポ リプロピレン系樹脂
5)塩化ビニル系樹脂
・使用量 :2g/m以上

(3)ハ ント形ジョイナー
・材質 :1)～ 10)の うち、いずれか一仕様
1)溶融亜鉛めつき鋼板 (」 IS G 3302)
ハ塗装溶融亜鉛めうき鋼板 (」TS G 3312)             ~
3)溶融亜鉛 5%アルミニウム合金めっき鋼板 (」 IS G 8317)
4)塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めつき鋼板 (JIS G 3318)
5)溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」 IS G 3321)
6)塗装溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (JIS G 3322)
7)ポ リ塩化ビニル被覆金属板 (JIS K 6744)
8)熱間圧延ステンレス鋼板 (JIS o 4304)
9)冷間圧延ステンレス鋼板 (」 IS C 4805)
10)溶融亜鉛―アルミユウムーマグネシウム合金めっき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第MSTL-0064号,0065号 ,0069号,0070号 )
。厚さ:0,25以 上

(4)金属ジョイナー
・材質 :(3)の 1)～ 10)の うち、いずれか一仕様
・形状 :ハ ット形、H形
・厚さ :0。 25以上

(5)な 'し

内装目地材 材料 :(1)、 (2)又は (2)と (3)の併用のうち、いずれか一仕様

(1)な し

(2)せつこうボード用目地処理材
・使用量 :100g/m以上

(3)ジ ョイントテープ
。材質 :ガ ラスファイバーテープ
。寸法 :幅 50、 厚さ0,15～ 0.20

(別添 -6)
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項    目 仕 様

留付材 [1]外装材留金具
・材質 :(1)～ (10)の うち、いずれか一仕様
(1)溶融亜鉛めっき鋼板 (JIS G 3302)
(2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3312)
(3)溶融亜鉛 5%アルミニウム合金めっき鋼板 (」IS G 3317)
(4)塗装溶融亜鉛 5%アルミユウム合金めっき鋼板 (」 IS G 3318)
(5)溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」 IS G 3321)
(6)塗装溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」IS G 3322)
(7)ポリ塩化ビニル被覆金属板 (」IS K 6744)
(8)熱間圧延ステンレス鋼板 (」 IS G 4304)

(9)冷間圧延ステンレス鋼板 (」 IS G 4305)
(10)溶融亜鉛一アルミニウムーヤグネシウム合金めつき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第MSTL-0064号 ,0065号 ,0069号,0070号 )
・形状 :

r

d

h

h

Y

引墜

引陛

r

d

bib〕 +b! a=al+a2、 b=bi+b!

w:幅 40以上
hi高さ 40以上
w+h:幅 と高さの合計 :99以上
t:鋼板の厚さ 0,8以上
a:上部ツメの幅 15,8以上
b:下部ツメの幅 14.0以上     十
c:上部ツメの長さ 4.2以上
di下部ツメの長さ 4,6以上
e:上部ツメの掛かり高さ4,0以上
f:下部ツメの掛かり高さ4.2以上
上部と下部のツメの総掛かり面積 175mm2以 上[(a× e)+(b× f)]

・留付間隔 :横方向 500以下 _

高さ方向 外装材の幅による

O Ｏ

ａ

Ｏ

ａ
○

っづく

(別添-7)
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項  目 仕 様

留付材

(つづき)

[2]外装材留金具固定用

材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくぎ
。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l,9以上×L32以上

(3)タ ンピンねじ

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :500以下

[3]通気胴縁・補助桟固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.45以上×L45以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼

・呼び寸法 :φ 3,0以上×L38以上

・留付間隔 :500以下

[4]内装材固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様
(1)く ぎ
。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :200以 下

[5]構造用面材・内装受材固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様
(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2,15以上×L38以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :500以下
ソ

(別添 -8)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[6]断熱材固定用

材料 :(1)～ (7)の うち、いずれか一仕様

(1)く ぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l,9以上×L32以上

(2)(片面 。両面)粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか二仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系      ｀

4)ポ リエステル系
5)ア スファル ト系
6)ポ リエテレン系
7)ポ リプロピレン系
・使用量 :1)～ 4)420g/ポ以下

5)～ 7)280g/ポ以下
(3)アルミニウムはく。粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエステル系
2)ポ リエテレン系
3)ポ リプロピレン系
・使用量 :1)420g/ポ以下

2)～ 3)280g/だ以下
(4)ス プレーのり ´

・材質 :合成ゴム系樹脂
。使用量 :100g/nt以 下

(5)接着剤
。材質 :1)～ 8)の うち、いずれか一仕様

1)エポキシ系樹脂

2)酢酸ビニル系樹脂

3)ゴム系
4)ア クリルウレタン系樹月旨

5)ポ リウレタン系樹脂

6)変成シリコーン系樹脂

7)EVA系 樹脂
8)ク ラタック系樹脂

・使用量 :400g/ポ以下

(6)ステープル ´
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :肩幅 9,6以上、足長 10以上

(7)な し

っづく

(別添 -9)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[7]防水紙 。防湿気密フィルム固定用
材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様
(1)ステープル
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :肩幅 916以上、足長 10以上
(2)(片面 。両面)粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか二仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴ ム系
3)ア クリル系
4)ポ リエステル系
5)アスファル ト系
6)ポ リエチレン系
7)ポ ツプロピレン系
。使用量 :1)～ 4)220g/ポ以下

5)～ 7)150g/ポ以下
(3)アルミニウムはく ,粘着層付きテープ
。材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエステル系
2)ポ リエチレン系
3)ポ リプPピ レン系
・使用量 :1)220g/♂以下

2)～ 3)150g/ポ以下
(4)ス プレーのり     単
・材質 :合成ゴム系樹脂
・使用量 :100g/∬以下
(5)な し

シール材 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様
(1)(片面 。両面)粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴ ム系
3)ア クリル系
4)ポ リエステル系
b)アスファル ト系
6)ポ リエチレン系
7)ポ ツプロピレン系
・使用量 :1)～ 4)120g/m以下

5)～ 7)80g/m以下
(2)アルミニウムはく・粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエステル系
2)ポ リエチレン系
3)ポ リプロピレン系
・使用量 :1)120g/m以下

2)～ 3)80g/m以下
(3)シ‐ル材
・材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリルウレタン系樹月旨
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系棚 ]旨
6)変成シリコーン系樹脂
。使用量 :100g/m以下
(4)な し

(別添 -10)



4.構造説明図

図 1～ 6に構造説明図を示す。

(1)構造用面材 :な し、内装材 :真壁(切欠き仕様l、 断熱材 :充てん+外張付加

剪0以下

5(lll以 下

50θ以下

推

跡:量気Bフィルと

充て

舛諫荷打出饉晰躾材

篭付構(舛機構籍金其う

t防攻専院。防。,議無鶴フイルム固〕定用〕

■スターター

芽走台

:子轟聰

遼拿見図

図 1構造説明図

(寸法単位 :mm)

船ゝ以

栃な韓

'1袋

構

,よ切

栄鰤価対隷

'小
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柱

(外機羽曽全員蒟定用)

シール材

銘`蔭断面図

図 2構造説明図

助水址 漑付村 rヨ方氷オ壮固隆用)

ィ,♭ム

水平断面図

外張構加斯軸柄

充てた鰯断姉羽

観付材(初燻□淀婦)

留付材睡 村田寵周つ

門維

(内壊柄固定瑠)

(縮濯気欝7ィアしな園窟用
'

留イげ4冴
`外

猿イ
`留

金a固定瑠
'

外秘付,綱口「船絨

曽付樹 (鶴や熱拿J圃史癬)

逓A璃幹

妨水尊敬

超峙稿 (欄控協〕麓用〕

瑠1サ旬 (外後相盟金農 1

留衛村(内崇材囲史羅

'

内a等牟J

尭てん騎lむ臓 4オ

防,最気需フォルよ

(本

ヽ
ゝ
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(2)構造用面材 :な し、内装材 :真壁(受材仕様)、 断熱材 :充てん十外張付加

う00収下

うl'0以下

`的
以卒

ツール4お

500以下 内機螢材

機

内豪精

妨湿気静フィルム

売て

鶴付癌く夕1積材図霊典)

(寸法単位 :mm)

瘍水牽氏

外猿材

率よ切

半スターター

嚇水紙 `訪温寃l密フィルム固定胴)

透視図

図 3構造説明図

崇土台

が善鶴
/́ヽ停価対象外

ンー
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・

T;「T¶F

笹村材 1肉と畿費材鰤定用)

嫡無躙撼

盟竹材 (ケI祭材密金曇回湾用

'

夕l聞サ加僕帝熱|オ

憎0常J(断嫡博固W師〕……

鶴気蜀4浪

留付朽 (隅燎爾虚屈〕

智付奪オ〔外宏率お鶴會典)

恕付樹

`舛

濃材留金典薗定月)

留側将
`'1鉄

材増金具)

銘`磁断面図

図 4構造説明凶

筋水紙 圏村材 で防水,H圃庵網う

イル抵

水平断面図

外報付摘強片館猫

充て施翔断熱tオ

イ潮畑爾定用,

留付学B(断熟tガ固定縮)

欄継

(誇退気蔭フィル▲閉定用
'

留付4な (内銭羽嗣充婦う

た用断熊柄

ィルム

環
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(3)構造用面材 :な し、内装材 :大壁、断熱材 :充てん+外張付加

500獣下

300以下

シール料

夕00以下

権

内装材

防温気智フィルム

売て

勝,よ紙

超付材(外韓材密壺典)

シーザレ材

〈跡氷蔑〔,防洩気機フィルた固定用さ

:I,スターター

芽圭る|

坪基職

述視図

図 5構造説明図

(寸法単位 :mm)

夕Ⅲ袋材

薙鮮鶴対象外

■水切

地材
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ダ

ア Ⅷ

外機材

外a毎日地方オ

逍気廟は

潮崎鳩〔外機材留後侯圃虚用,

鉾韻付摘断無孝オ

昭付材 (断黙秘圃鍵用)

防水疑

御付撚F胸ほ固定照)

留何朽 (外横材留食員)

盟付材彿礎村夢ど企員細寵鶯)

観付材 (外換材闊釜具)

γ貫
｀
直断面図

図 6構造説明図

舗氷簸 留骨材 (妨水轍劇隆
ナ翼)

内機材

イルム

水平断面図

憎付材(断要平材1罰定用

'

留付|オ 4内篠イオ制定用)

留付材 (防盤気酵フイ′♭ム圃定周

'

内襲営地桐

外孫付加飯熟材

観付
'オ `肉

笛材爾度nJ

肉装材

ん用断納痛

イルム
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5,施工方法等
<施工図>
図 7～ 11に施工図を示す。

温気嗣は

内韓材 ハ皐́ル縦材

フイ,レ▲

/  外娘材

柱 充てん用断鶴M

イ桝補

単天舞制

・
′  充てん

'日

断鶴材

/′  防撫飢時フィルム

※床下
'口

‡な

(寸法単位 :mm)

外】嚢付lla断熱41

(外機材悩全興,

1  型獅    1  娯 _  :  ユ中μ正   1  型4下   :

水平断面図

単軒熟,方火拙為  F

外魂|オ

外;陰付加断碧材

防水浄L

M付材 (外漣悩紹金猟l―― 、

趙螂 嫌 一ゝ、、

要スター,一

※水切

※土台

“

益磁

プロ`直断面図

充てん十外張付加断熱の施工例

図 7 施工図
(月叫添 -17)
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<外張付加断熱材の納まり例① :外張付加断熱材厚さ105mm以下>

内嬢材 機

防選気碑フィルム

充て

透視図

鶴付材 (溺撼臨I窪用
'

毬付
ッ
【断鶴材働定用,/

(断必村口理用〕

捕

防理気穆クィルム ん用断「斉材

水平断面図

図 8 施工図

観け材

(儒檬lおl應用)

遍気日ぼ―

外張付加断酪材

防″k紙

・―― 遵気g協惨

外鎖材

留働`直断面図

｀`
・ 発てん用斯紬材

一 防舟気建

フィルム

(別添-18)



<外張付加断熱材の納まり例② :外張付加断熱材厚さ105mm以下>

妨規気奮フィ11ィム

充てん用断撚材  、ヽ、

補助機―― 、ヽ、

透視図

留付材 l沿総1』定′B'

迪潮 鰍

桂

(11重撒田定用)

留付オリ ヽ、、
(断聡材団虚婦ド   ｀

遭ズ船精― 、、

外驀付加懺F砕材

― 防水,こ

遍郊脅lll紛

鉛直断面図

外装材

防,よ苺氏

構 内装章サー
テ

1勇盤気密フイルム
フィサレム

水平断面図

図 9 施工図
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<外張付加断熱材の納まり例③ :外張付加断熱材厚さ105mmを超えて 210mm以下>

内袋材一―
機

卜方泄無欝フイルム

充てん,鞠鯖熱材

1節助|と一
｀``ヽ

11購日)

外装材

透視岡

k 外〕長付加断熱材

|】畷日〕

防氷縦

溺気耐線

11層回,

智付期―

(補助檎1団窟用)

紹付胡

(19偲間常堀,

tllオ鮎↑を1る 虎チЛユ

fi用 自,

舛襲樹

防承をに '、

ん用断鶴材

↑長 内装材 -7

訪′協気密フイルム

筋迫気密

フィルムん用断熱†ガ

水早断面図 鉛直断面図

図 10 施工図

／

・・中
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<外張付加断熱材の納まり例④ :外張付加断熱材厚さ 105mmを超えて 210mm以下>

様

F′ケ灘気密フイルム

充て/、
`郡断韓材

補助機

(1層 日)

留衛村

殺

防湿角鬱フィルよ

外破付加断執44オ

(2癬 日)

防水耗

外袋1オ

`楠

助構固定用:

水平断面図

透視図

図 ■ 施工図

(2痛 日)

`糟

的4電側鵞用,

V付福⌒、
イ紹麟画建翔,

硝幼桟

留1寸,オ
~｀ヽ

`新

確オ∬協l楚粛」

〔〕個目〉

滝気B韓

ん用断確4材 タイルム

鉛饉断面図
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<施工手順>
(1)下地組等

柱及び間柱は、反り曲がりのないものを使用し、土台に垂直に取 り付ける。

(2)断熱材の取付け

充てん用断熱材は、隙間が生じないように、柱・間柱間等に充てんする。

外張付加断熱材は、柱及び問柱、あるいは構造用面材の上に断熱材固定用留付材を用いて、隙

間が生じないよつに取り付ける。
外張付加断熱材の厚さが 105mmを超える場合、下地胴縁等を用いて外装材支持力が低下しな
い処置を施す。

外張付加断熱材を施工する場合は、下地胴縁及び通気胴縁固定用留付材の埋め込み深さを

40mm以上とする。

(3)防湿気密フィルムを張る場合

防湿気密フィルム固定用留付材を用いて、たるみやしわのないように、充てん用断熱材より室

内側に取り付ける。

(4)シール材を貼る場合

断熱材あるいは構造用面材の目地の上部から、剥がれないように貼る。

(5)防水紙を張る場合

横張を原則とし、所定の重ね代を確保した上で、防水紙固定用留付材で仮固定する。

(6)胴縁の取付け

断熱材の上に,胴縁固定用留付材を用いて取り付ける。

(7)外装材の収付け

目地にずれが生じないよう、外装材留金具、外装材留金具留付材を用いて取り付ける。

(8)内装材の取付け

内装材用留付材を用い、柱及び間柱等に取り付ける。

(別添 -22)


